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高校生のバス通学補助がスタート！！
～高校への通学をサポート～
　市では、高等学校などにバスを利用して通学する生徒
の保護者の負担軽減と路線バスの利用促進を図ることを
目的に、４月１日（火）から、通学にバスを利用する生徒の
通学定期券購入費用の補助を始めます。

問合せ／地域づくり課☎（74）3066

補助対象者

　下記のすべてに該当する生徒またはその保護者
○高等学校などに在籍する人および新１年生
○伊豆市に住所を有する人
○中学校卒業後３年以内の人
※ただし、特別な事情がある場合は、延長可能です。

　市内の乗り合いバス事業者が発券する通学定期
券で、生徒の居住地の最寄りのバス停から生徒が通
学する高等学校の最寄りのバス停、または駅までの
区間において、実際利用する区間のもの
　

補助内容

Point

補助金額

　通学定期券の購入費用から片道200円の通学定
期代相当額を差し引いた額の３分の２ （100円未満
の端数切り捨て）
※片道200円以下の区間の定期券は対象外です。

※算出方法については、左記ページを参照ください。

　最寄りのバス案内所(下記一覧表参照)で、学生証
や合格証明書など(生徒が市民であることおよび高
等学校などに在籍していることを証する書類)を提
示し、所定の申込用紙に記入していただければ、そ
の場で、補助金相当額を差し引いた金額で通学定期
券を購入することができます。
　　　　　市役所への提出書類などはありません！！

とっても簡単！！申請方法

市内バス案内所一覧

案内所
修善寺事業所
修善寺駅前案内所
湯ケ島案内所（天城会館内）
土肥案内所（松原公園花時計横）
修善寺駅

住所
年川70－1
柏久保634－1
湯ケ島176－2
土肥2657－6
修善寺駅

電話番号
（72）1841
（72）5990
（72）1841
（72）1841
（72）0667

営業時間
9時～16時30分（無休）
8時～17時（無休）
9時～17時（火曜日定休）
9時～17時（水曜日定休）
5時30分～23時30分（無休）

バス会社名

伊豆箱根バス

東海バス

4月1日から
定期券の種類

○通学ウィークデー定期券
　利用対象日／月曜日～金曜日
※この間の祝日も利用できます。
※通学ウィークデー定期券をお

持ちの人が、土・日曜日に定期
券通用区間を利用する場合
に限り、定期券を提示すれば
1乗車、現金100円で利用す
ることができます。

Point

補助金額の算出方法

○修善寺駅～土肥温泉　

　通学ウィークデー3カ月定期74,980円
　を購入した場合
補助金額／

（74,980円－16,300円）×2/3＝39,100円
個人負担額／
74,980円－39,100円＝35,880円

○修善寺駅～上大沢　

　通学ウィークデー3カ月定期39,130円
　を購入した場合
補助金額／

（39,130円－16,300円）×2/3＝15,200円
個人負担額／
39,130円－15,200円＝23,930円

○修善寺駅～湯ケ島　

　通学ウィークデー3カ月定期52,980円
　を購入した場合
補助金額／

（52,980円－16,300円）×2/3＝24,400円
個人負担額／
52,980円－24,400円＝28,580円

○修善寺駅～冷川　

　通学ウィークデー3カ月定期42,380円
　を購入した場合
補助金額／

（42,380円－16,300円）×2/3＝17,300円
個人負担額／
42,380円－17,300円＝25,080円

※

※※

※

※片道200円の通学定期代相当額

※片道200円の通学定期代相当額※片道200円の通学定期代相当額

※片道200円の通学定期代相当額

注意事項

○補助対象となる定期券は、平成26年4月1日以
降に購入した定期券となります。使用開始日が
平成26年4月1日以降であっても、３月中に購
入した定期券については補助対象外となりま
すので、ご注意ください。

○購入後の払い戻しは、原則できません。

とってもお得！！
ぜひ、

ご利用ください

※定期代については、平成26年2月1日現在の金額であり、4月1日以降に金額が変更される予定です。

　片道通学定期券、通学ウィークデー定
期券についても補助対象となります！
　回数券は、補助対象外です。

○通常の通学定期券
　利用対象日／全日

○片道の通学定期券
　利用対象日／全日
※指定方向の片道のみ
　利用できます。

東 海
バス

通学
定期
券

伊豆箱根バス通学定期券
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■ 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
へ
の
影
響

　

水
道
の
断
水
人
口
は
、
次
の
表

の
と
お
り
１
週
間
後
で
も
半
数
以

上
が
継
続
し
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
は
、
徐
々
に
回
復
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

■ 

生
活
へ
の
影
響

　

避
難
者
の
状
況
は
、
断
水
な
ど

の
影
響
に
よ
り
１
週
間
後
が
ピ
ー

ク
と
な
り
、
市
民
だ
け
で
約
６
千

人
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

伊
豆
市
を
訪
れ
る
観
光
・
ビ
ジ
ネ

ス
客
の
１
日
当
た
り
の
平
均
は
約

４
千
人
で
す
。
避
難
所
以
外
の
避

難
を
考
慮
す
る
と
、
避
難
所
収
容

は
可
能
で
す
が
、
食
料
、
毛
布
の

不
足
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
対
応
可
能
数
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
み
で
対
応
し
た
場
合
、
入

院
対
応
で
約
２
０
０
人
、
外
来
対

応
で
約
90
人
分
は
不
足
、
医
師
数

に
つ
い
て
も
不
足
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
不
足
す
る
も
の
と
し

て
、
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
算

出
し
た
仮
設
住
宅
な
ど
の
必
要
数
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
経
験
値
か

ら
算
出
し
た
被
災
地
で
発
生
す
る

ご
み
、
が
れ
き
の
量
な
ど
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

交
通
施
設
被
害
の
状
況

　

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
な
ど
の
新

し
い
道
路
は
、
被
害
は
少
な
い
も

の
の
、
土
肥
地
区
に
通
じ
る
国
道

１
３
６
号
は
、
一
部
区
間
で
の

山
・
が
け
崩
れ
に
よ
り
、
復
旧
に

３
日
か
ら
１
週
間
程
度
を
要
す
る

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線
に
お
い

て
も
、
一
部
で
不
通
区
間
が
発
生

し
、
復
旧
に
１
週
間
か
ら
１
カ
月

を
要
し
、
そ
の
間
、
折
り
返
し
運

転
に
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
情
報
な
ど 

よ
り
詳
細
な
想
定
に

  
第
４
次
地
震
被
害
想
定
報
告

　

昨
年
11
月
末
に
、
静
岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
２
次
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。
６
月
に
報
告
さ
れ
た
１
次
報
告
で
は
地
震
動
、
津

波
な
ど
の
自
然
災
害
の
規
模
、
そ
れ
に
伴
う
建
物
被
害
、
人
的
被

害
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、
２
次
報
告
で
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど

私
た
ち
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
そ
の
概
要
を
最
大
被
害
時
の
数
を
主
体
に
説

明
す
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
準
備
す
べ
き
こ
と
を
お

伝
え
し
ま
す
。　

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

特集

今
後
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
…

市
民
の
皆
さ
ん
へ
（
自
助
）

　

個
人
の
備
え
は
、
ま
ず
身
を
守

る
こ
と
、
そ
し
て
備
蓄
や
非
常
持

ち
出
し
品
な
ど
日
ご
ろ
か
ら
の
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
主
防
災
会
へ
（
共
助
）

　

防
災
の
対
策
で
最
も
大
き
な
役

割
を
持
つ
の
は
、
自
主
防
災
会
な

ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
す
。

　

防
災
訓
練
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
、
助
け
合
え
る
関
係
づ

く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
取
り
組
む
こ
と
（
公
助
）　

　

市
で
は
引
き
続
き
国
、
県
な
ど

と
連
携
し
ハ
ー
ド
対
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、
計
画
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
情
報
の
共
有
に
つ
い
て
は
、

地
震
に
限
ら
ず
災
害
時
に
発
生
す

る
多
く
の
情
報
を
整
理
し
、
必
要

な
情
報
を
適
時
正
確
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

日
常
生
活
を
い
か
に
維
持
す
る
か

　

防
災
の
究
極
の
目
的
は
、
み
ん

な
が
、「
こ
こ
ま
で
や
れ
ば
後
は

何
と
か
な
る
」
と
思
え
る
よ
う
な
、

日
ご
ろ
安
心
し
て
生
活
で
き
る
境

環
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

自
助
、
共
助
、
公
助
に
よ
り
巨

大
地
震
か
ら
自
分
の
命
を
守
り
、

被
災
下
で
も
生
き
抜
け
る
よ
う
な

備
え
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

2 次報告に合わせて、津波による浸水状況のビジュアル化データが県から提供されました。
下記の浸水マップは、地震発生から 6 分経過した状況のものです。

これからの津波対策、避難路の設定などに役立てていきます。

浸水区域がより詳細に！津波浸水域マップ

　ほかの市町など第
4 次地震被害想定に
関する詳 細は、県 の
ホームページからもご
覧になれます。
【ホームページ URL】
ht t p : // w w w. p r e f .
s h i z u o k a . j p /
bousai/4higaisoutei/
index.html

　経過日数　　　　  避難者数

発災 1 日後　　　　3,675 人

発災 1 週間後　　　5,997 人

発災１カ月後　　　 2,069 人

❖想定避難者数

※観光客やビジネス客などの避難者
数は考慮していません。

 区　分　　 建物倒壊　　　  津　波　　　山・がけ崩れ

 死　者　　約 10 人　　  約 1,400 人　　  約 10 人

 重傷者　　約 40 人　　  約 10 人　　　    約 10 人

 軽傷者　　約 400 人　   約 20 人　　　    約 10 人

❖伊豆市の人的被害

区分　　　 揺　れ　　　　  津　波  　　  山・がけ崩れ

倒壊　  約 400 棟　　   約 1,000 棟 　    約 100 棟

半壊　  約 1,700 棟　   約 100 棟 　　    約 300 棟

❖伊豆市の建物被害

 区　分　　　　　最大数　　　 　　 　　条件など

 地震動　　震度６強

 津　波　　10m（最大波到達 6 分）

❖伊豆市の被害想定（地震・津波）

レベル 2
南海トラフ巨大地震

■ 第 4 次被害想定 1 次報告の内容（最大値）

　物　資　　　　備蓄数量

毛　 　布　　　3,923 枚

食　 　料　　　10,000 食

ろ  過  機　　　16 台

❖市の備蓄状況

※備蓄食料は『アルファ米』です。

 区　　分　　　　　発災 1 日後　　　　　　　　発災１週間後

 水　　道 27,000 人（82％）  　18,000 人（55％）

 下 水 道　　　　13,000 人（69％） 　 400 人（2％）

 電　　気 23,000 人（79％） 　 1,600 人（6％）

 固定電話 11,000 人（80％） 　 1,400 人 (10%)

❖各ライフラインの被災想定

※携帯電話は、最大で基地局の約 80％が不通と想定されています。

▲小土肥地区 ▲土肥地区

▼小下田地区▼八木沢地区

お
住
ま
い
の
地
域
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
？
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

2014. 35 2014. 3 4



今どきのお口の事情をリポート！

はたちの歯周疾患健診

　市では、『８０２０運動』の一環として歯と口の健康の推進に力を入れています。
　新成人にむし歯や歯周病などの歯科疾患の予防と早期治療を意識してもらう
ため、1月12日（日）に伊豆市成人式会場で『はたちの歯周疾患健診』を実施し、
102 人の新成人が受診しました。
　ここでは、その結果とともに新成人の歯周疾患の傾向などをお伝えします。

問合せ／健康増進課☎（72）9861

▲「はーい、お口を大きく開けて」成人式の会場で健診を受ける新成人

むし歯のない人の割合
単位：%

伊豆市　　全国平均

100%

75%

50%

25%

0%

52.9％

24.8％

一人当たりのむし歯本数
単位：本

伊豆市　　全国平均

5

4

3

2

1

0

2.1本
4.6 本

【全国平均出典】
平成 23 年歯科疾患実態調査

減
少
傾
向
に
あ
り
な
が
ら
も

毎
月
自
殺
者
２
千
人
を
超
え
る

日
本
の
厳
し
い
現
状

　

平
成
25
年
の
日
本
の
自
殺
者

数
は
２
７
１
９
５
人
（
速
報
値
）、

対
前
年
比
６
３
３
人
減
（
約
２
・

４
％
減
）
と
な
り
、
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
平
成
10
年
以
降
、
自

殺
者
が
毎
年
３
万
人
を
超
え
て
き

ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
３
万

人
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
毎
月
約
２
２
０
０

人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
厳
し
い
現

状
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

伊
豆
市
に
お
い
て
も
、
平
成

24
・
25
年
と
減
少
傾
向
に
は
あ
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
自
殺
者
数
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

自
殺
者
の
約
９
割
に
心
の
病
気

　

自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
約
９
割

は
、
心
に
何
ら
か
の
病
気
を
抱
え

て
お
り
、
そ
の
う
ち
最
も
多
い
の

が
『
う
つ
病
』
で
す
。

　

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な

ど
の
薬
物
関
連
障
害
も
関
係
が
深

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る
私
た
ち

　
『
う
つ
』
や
心
の
病
気
は
誰
に

で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
決

し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
日
か
ら
で
き
る
『
心
の
健
康
づ

く
り
』
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う
ポ

イ
ン
ト
『
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
の
ん

び
り
い
き
ま
し
ょ
う
！
』

　

何
か
と
慌
た
だ
し
い
世
の
中
で

す
が
、「
ス
ト
レ
ス
解
消
！
」
と

肩
ひ
じ
を
張
ら
ず
、
自
分
ら
し
く
、

気
楽
な
生
活
で
、
の
ん
び
り
と
い

き
ま
し
ょ
う
。

◎
食
事
は
お
い
し
く
楽
し
く
!!

　

家
族
や
友
人
と
一
緒
に
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
る
と
、
そ
れ
だ
け

で
気
持
ち

が
楽
し
く

な
り
ま
す

よ
ね
。
ビ

タ
ミ
ン
や

ミ
ネ
ラ
ル

な
ど
の
栄

養
素
不
足

は
、
イ
ラ
イ
ラ
や
不
安
、
集
中
力

の
低
下
を
招
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

お
い
し
く
楽
し
く
、
そ
し
て
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
、
体
に
『
イ
イ
も

の
』
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◎
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
で

　

ス
ト
レ
ス
発
散
!!

　

特
に
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ス
ト
レ
ス

に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
、
気
分

転
換
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、

ほ
ど
よ
い

疲
れ
は
、

快
適
な
睡

眠
を
促
す

の
で
オ
ス

ス
メ
で
す
。

◎
入
浴
は
手
軽
な

　

ス
ト
レ
ス
解
消
法
!!

　

入
浴
は
、
家
庭
で
簡
単
に
で
き

る
最
高
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
で
す
。

全
身
の
血
行
が
よ
く
な
り
、
代
謝

が
活
発
に
な
っ
て
心
身
の
緊
張
が

ほ
ぐ
れ
ま
す
。
何
よ
り
気
持
ち
イ

イ
で
す
よ
ね
。
ぬ
る
め
の
お
湯
に

ゆ
っ
く
り
入
り
ま
し
ょ
う
。

◎
安
眠
で
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!!

　

よ
く
眠
る
こ
と
は
一
番
手
軽
な

リ
ラ
ッ
ク

ス
法
。
質

の
良
い
眠

り
を
確
保

し
ま
し
ょ

う
。

　
『
睡
眠
』
と
『
う
つ
』
に
は

深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

快
適
な
睡
眠
の
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
は
…

①
睡
眠
時
間
の
長
さ
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
短
時
間
で
も
質
の
良

い
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

②
夜
の
寝
つ
き
を
良
く
す
る
た

め
に
、
朝
は
毎
日
同
じ
時
間

に
起
き
ま
し
ょ
う
。

③
夕
食
は
就
寝
３
～
４
時
間
前

ま
で
に
済
ま
せ
る
の
が
理
想

的
。
ま
た
就
寝
直
前
は
お
酒
、

コ
ー
ヒ
ー
、
た
ば
こ
な
ど
の

刺
激
物
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

④
就
寝
前
に
は
音
楽
や
読
書
、

軽
い
ス
ト

レ
ッ
チ
な

ど
で
心
身

を
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

自
分
の
命
・
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に

　
こ
こ
ろ
の
健
康
週
間

　

毎
年
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
し
て
、
全
国
的
に
啓
発
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
自
分
と
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
心
の
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

Ｚｚｚ…

県内でもフッ素洗口にいち早く取
り組んだ伊豆市。その成果も検証
　フッ素洗口については、天城湯
ケ島地区が平成 2 年から、土肥地
区が平成 7 年から、修善寺地区が
平成 8 年から、中伊豆地区が平成
12 年から行っています。
　今回は、この取り組みの成果の
確認も兼ね、田方歯科医師会伊豆
市支部の協力により、健診と受診
者への指導を行いました。

歯周病に関する意識は低め？
健診実施結果

〇むし歯のない人の割合は、52.9％
（全国平均 24.8％）、１人当たり
のむし歯本数は 2.1 本（全国平均
4.6 本）と、全国平均に比べて良
い数値となっています。

〇同時に実施したアンケートで
は、『歯周病により歯茎が痛む
と思いますか？』との問いに対
し 49％が『わからない』を選択
し、歯周病に関する意識が低い
ことがうかがわれます。

　むし歯は『万
まんびょう

病の元
もと

』！
健康な歯で健やかな生活を

　口の健康は、心臓病や糖尿病、
がんなど全身のさまざまな病気に
かかわるといわれています。健康
を維持するため、歯磨きや規則正
しい生活を習慣付けるとともに、
20歳以上の市民を対象に、市が毎
年6月から11月まで行っている歯
周疾患健診を受診し、口の健康
チェックを定期的に行いましょう。
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▲ゴール目前！最後の力を振り絞る選手たち

 『
伊
豆
市
駅
伝
大
会
』

タ
ス
キ
に
思
い
を
込
め
て

　

1
月
19
日（
日
）、『
伊
豆
市
駅
伝
大
会
』が
狩
野
グ

ラ
ウ
ン
ド
か
ら
、生
き
い
き
プ
ラ
ザ
ま
で
の
１３
・５
ｋｍ
、

5
区
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、市
内
各
地
か
ら
地
区
対
抗
の
部
に
19

チ
ー
ム
、オ
ー
プ
ン
参
加
と
し
て
一
般
の
部
に
35

チ
ー
ム
、小
学
生
の
部
に
13
チ
ー
ム
、合
計
67
チ
ー
ム

が
出
場
し
、タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。一
般
の
部
に

は
、昨
年
2
月
に
友
好
都
市
を
提
携
し
た
神
奈
川
県

平
塚
市
役
所
の
チ
ー
ム
も
初
参
加
し
ま
し
た
。

　

1
月
23
日
（
木
）
、
市
役
所
中
伊
豆
支
所
の
駐
車

場
で
4
月
か
ら
新
1
年
生
と
な
る
、
さ
く
ら
こ
ど
も

園
と
橘
保
育
園
の
年
長
園
児
32
人
を
対
象
に
、
通
学

バ
ス
の
乗
り
方
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
実
際
の
伊
豆
箱
根
バ
ス
を
用
意
し
、

バ
ス
の
死
角
や
内
輪
差
、
乗
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
交
通
安
全
指
導
員
な
ど
の
話
を
真
剣

に
聞
い
て
、
し
っ
か
り
学
習
し
ま
し
た
。

バ
ス
の
お
勉
強

実
際
に
見
て
、
乗
っ
て
、
感
じ
る
！ ▲バスの運転席に座るお友達を確認！「見えるかな？」

▲楯
たて

を手に入選した児童・生徒たち

『
あ
す
な
ろ
忌
』

文
豪
・
井
上
靖
を
し
の
ん
で

　

湯
ケ
島
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
文
豪
井
上
靖
を
し

の
ぶ『
あ
す
な
ろ
忌
』を
、1
月
26
日（
日
）に
旧
湯
ケ

島
小
学
校
な
ど
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、約
２
０
０
人
が
来
場
し
、井
上
作
品

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
発
表
・
表
彰
式
や
、

井
上
作
品
の
朗
読
や
音
楽
の
演
奏『
朗
読
と
音
楽
の

し
ら
べ
』な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
行
事
に
先
立
ち
、熊
野
山
に
あ
る
井
上

靖
の
墓
地
で
墓
参
も
行
い
ま
し
た
。

賃
貸
借
契
約
を
締
結

▲契約書を手に握手を交わす岡田代表取締役会長（左）と市長（右）

　

2
月
5
日（
水
）、市
役
所
本
庁
で
市
と（
株
）ナ
チ
ュ

ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
が
、旧
大
東
小
学
校
の
土
地
・
建
物
の

賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、そ
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
契
約
は
、学
校
再
編
に
よ
り
閉
校
と
な
っ
た
学

校
施
設
の
有
効
活
用
と
地
域
活
性
化
を
目
的
に
、市

が
そ
の
利
活
用
に
つ
い
て
民
間
企
業
な
ど
を
公
募
し

た
と
こ
ろ
、旧
大
東
小
学
校
に
つ
い
て
は
、同
社
か
ら

応
募
・
提
案
が
あ
り
、地
域
の
合
意
の
も
と
実
現
し

ま
し
た
。 旧

大
東
小
を
活
用

▲勝呂教育長から花束を受け取る金子さん

開
設
14
年
で
達
成

『
ふ
れ
っ
ぷ
』
利
用
者
が
60
万
人
！

　

1
月
29
日
（
水
）
、市
営
中
伊
豆
室
内
温
水
プ
ー
ル

『
ふ
れ
っ
ぷ
』で
利
用
者
が
60
万
人
に
達
し
た
こ
と
を
祝

い
、記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

60
万
人
目
の
利
用
者
と
な
っ
た
の
は
、伊
東
市
十
足
の

金
子
絢
子
さ
ん
。金
子
さ
ん
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
教
室
に

通
う
こ
と
で
体
の
調
子
が
良
く
、特
に
ひ
ざ
の
調
子
が
す

ご
く
良
い
で
す
。ま
た
、先
生
た
ち
が
笑
わ
せ
て
く
れ
て

楽
し
く
運
動
で
き
、と
て
も
幸
せ
で
す
」と『
ふ
れ
っ
ぷ
』

を
利
用
す
る
理
由
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

伊
豆
は
ひ
と
つ

『
第
7
回
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』

▲『21.5㎞コース』をスタートする選手たち

2
月
16
日（
日
）、『
第
7
回
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
は
、『
21
・
5
㎞
コ
ー
ス
』、

『
10
㎞
コ
ー
ス
』、『
3
㎞
コ
ー
ス
』の
3
部
門
あ
り
、

３
８
１
６
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

『
21
・
5
㎞
コ
ー
ス
』で
は
、１
６
７
５
人
が
修
善
寺

駅
北
側
を
ス
タ
ー
ト
し
、伊
豆
半
島
を
北
上
。伊
豆
の

国
市
、函
南
町
を
経
て
ゴ
ー
ル
で
あ
る
三
嶋
大
社
を

目
指
し
ま
し
た
。前
日
ま
で
降
っ
た
雪
の
影
響
で
大

会
の
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、当
日
は
快
晴
。元

気
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
抜
け
る
選
手
た
ち
で
し
た
。



問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
男
女
を
問
わ
ず
、美
容
医
療（
二
重

ま
ぶ
た
、痩
身
な
ど
）に
つ
い
て
は
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
雑
誌
な
ど
で
広
告
が
さ

れ
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、一
部
の
悪

質
な
美
容
医
療
機
関
の
場
合
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
た
金
額
よ
り
高

額
の
費
用
を
請
求
し
た
り
、必
ず
し
も

必
要
で
は
な
い
別
の
手
術
を
一
緒
に

勧
め
た
り
、患
者
に
じ
っ
く
り
考
え
る

時
間
を
与
え
な
い
で
高
額
の
契
約
を

さ
せ
る
事
案
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
美
容
医
療
行
為（
手
術
）は
、自
分
自

身
の
体
を
傷
つ
け
る
行
為
で
す
か
ら
、

本
来
、医
療
機
関
に
お
い
て
は
、こ
れ

に
よ
る
副
作
用
な
ど
の
説
明
を
十
分

に
行
い
、患
者
に
慎
重
に
考
え
る
期
間

を
与
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
美
容
医
療
は
魅
力
的
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。し
か
し
、こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、消
費
者
は
慎
重
に

検
討
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
司
法
書
士
　
山
田 

茂
樹

　悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
萌
短
歌
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

歌
　
壇

『美容医療は慎重に』

防
災
教
育
と
安
全
教
育

防
災
教
育
と
安
全
教
育

防
災
教
育
と
安
全
教
育

熊坂
小学校

土肥
中学校

母
が
し
て
く
れ
た
様
に
と
頑
張
れ
る
酢
漬
の
大
根
息
子
に
持
た
せ
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　安
藤 

綾
子
（
宿
）

年
明
け
の
寒
さ
の
中
に
白
き
花
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
一
輪
咲
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　井
深 

診
子
（
雲
金
）

入
日
影
茜
色
濃
く
耀
き
て
車
窓
に
仰
ぐ
大
富
士
清
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　内
田 

厚
子
（
月
ケ
瀬
）

 

年
重
ね
筋
浮
く
手
指
に
色
を
添
え
母
の
形
見
の
指
輪
き
ら
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
川 

幸
子
（
市
山
）

赤
き
実
を
見
事
に
つ
け
し
南
天
も
や
が
て
小
鳥
の
え
さ
と
な
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　堀
江 

さ
と
（
月
ケ
瀬
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

▲一生懸命働く生徒たち

地
域
連
携
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

地
域
連
携
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

地
域
連
携
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

▲警備保障会社の人が丁寧に説明

▶
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
っ
た
、働
く
上

　で
大
切
な
こ
と

こ

す
が

す
じ

よ  

て

そ
う
し
ん

　
熊
坂
小
学
校
で
は
、年
間
を
通

じ
て
防
災
教
育
や
安
全
教
育
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
11
日
を『
防
災
の
日
』と

し
、校
内
安
全
点
検
、避
難
訓
練
、

防
災
に
関
す
る
学
級
指
導
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。火
災
や
地
震

の
際
の
避
難
訓
練
だ
け
で
な
く
、

家
庭
内
の
避
難
対
策
の
様
子
を
振

り
返
っ
た
り
、登
下
校
中
の
地
震
に

つ
い
て
自
分
の
行
動
を
考
え
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、警
備
保
障
会
社
に
依

頼
し
て
防
犯
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。低
学
年
は『
登
下
校
中
の
安

全
』、中
学
年
は『
留
守
番
を
し
て

い
る
と
き
の
不
審
者
対
策
』、高
学

年
は『
安
心
安
全
な
街
づ
く
り
』と

い
う
テ
ー
マ
で
、実
施
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。児
童
た
ち
は
、自
分
の

行
動
を
振
り
返
っ
た
り
、今
ま
で
見

逃
し
て
い
た
危
険
な
個
所
に
気
付

い
た
り
し
て
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

熊
坂
保
育
園
と
合
同
で
、家
族
が

ば
ら
ば
ら
に
避
難
し
て
い
る
と
き

に
連
絡
を
取
り
合
う『
災
害
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
』を
体
験
し
ま
し
た
。多

く
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、「
有
意
義
で
あ
っ

た
」と
い
う
感
想
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。今
後
も
機
会
を
見

つ
け
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、今
年
初
め
て
、こ
ど
も

園
、保
育
園
、小
学
校
、中
学
校
の

合
同
引
き
渡
し
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。今
後
、引
き
渡
し
方
法
の
改

善
や
車
の
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
災
害
は
、ど
の
学
校
、ど
の
園
に

も
襲
っ
て
き
ま
す
。そ
の
と
き
に
慌

て
る
こ
と
な
く
、落
ち
着
い
て
行
動

で
き
る
よ
う
に
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
土
肥
中
学
校
で
は
、毎
年
7
月

に『
キ
ャ
リ
ア
ウ
ィ
ー
ク
』を
設
定

し
て
お
り
、4
日
間
の
職
場
体
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
・
3
年
生
を
対
象
に
、す
べ

て
土
肥
地
区
内
の
事
業
所
で
受
け

入
れ
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。最

近
は
、授
業
時
数
確
保
の
問
題
や

受
け
入
れ
可
能
な
事
業
所
の
減
少

に
よ
っ
て
、4
日
間
体
験
を
行
う
学

校
は
あ
ま
り
多
く
な
い
と
聞
き
ま

す
。し
か
し
、土
肥
地
区
で
は
、地

域
の
皆
さ
ん
の
応
援
・
協
力
に
よ

っ
て
、こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
が

可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、体
験
だ
け
で
な
く
、働
く

上
で
大
切
な
こ
と
を
知
り
、自
分

の
世
界
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に

と
、土
肥
小
学
校
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、社
会
人
を
講
師
と
し

た『
出
前
講
座
』の
実
践
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、土
肥
高
等
学
校
と
の
連

携
に
よ
り
、各
種
学
校
・
専
修
学

校
な
ど
の
講
師
に
よ
る
合
同
進
路

学
習
会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
行
き
交

う
現
代
で
す
が
、本
当
に
自
分
に

必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
は
、

人
と
の
か
か
わ
り
合
い
の
中
で
、直

接
話
を
聞
い
た
り
、体
験
を
通
し

て
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。

●
市
内
で
振
り
込
め
詐
欺
発
生

　
最
近
、誰
も
が
振
り
込
め
詐
欺
に

対
す
る
危
機
感
が
薄
れ
て
い
ま
せ

ん
か
？
詐
欺
の
始
ま
り
は
、
一
本

の
電
話
か
ら
で
す
。声
だ
け
で
息
子

や
孫
と
思
い
込
み
、言
わ
れ
る
が
ま

ま
に
お
金
を
振
り
込
み
、ま
た
は
直

接
手
渡
し
た
り
し
て
、被
害
に
遭
っ

て
い
ま
す
。見
え
な
い
相
手
だ
か
ら

こ
そ
、慎
重
に
な
っ
て
確
認
す
る
こ

と
が
最
も
大
切
で
す
。

　
優
し
い
親
心
に
つ
け
込
む
、振
り

込
め
詐
欺
の
犯
人
か
ら
の
電
話
に

は
、『
疑
う
・
確
認
・
相
談
』を
徹

底
し
て
被
害
防
止
を
お
願
い
し
ま

す
。

〜
あ
な
た
の
家
も
狙
わ
れ
て
る
〜

①『
ア
ポ
電
』が
か
か
っ
て
く
る

※
風
邪
で
声
が
変
。

※
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
。

②
至
急
、お
金
が
必
要
な
言
い
訳
を

　
す
る

※
会
社
の
お
金
を
使
い
込
ん
だ
。

※
小
切
手
の
入
っ
た
か
ば
ん
を
な

　
く
し
た
。

③
金
融
機
関
で
お
金
を
引
き
出
す

　
と
き
の
理
由
を
指
定
し
、現
金
を

　
用
意
さ
せ
る

※
指
定
口
座
へ
の
振
り
込
み
や
、指

　
定
し
た
場
所
に
現
金
を
持
っ
て

　
い
か
せ
る
。

　
今
回
、市
内
で
発
生
し
た
振
り
込

め
詐
欺
の
前
に
は
、沼
津
市
内
や
三

島
市
内
で『
ア
ポ
電
』が
多
発
し
て

い
ま
し
た
。誰
も
が
振
り
込
め
詐
欺

の
被
害
者
に
な
り
得
る
こ
と
を
忘

れ
ず
、冷
静
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　●『
預
手
プ
ラ
ン
』

を
ご
存
じ
で
す
か
？

　振
り
込
め
詐
欺
は
、高
齢
者
が

被
害
に
遭
う
割
合
が
高
く
、ま
た
架

空
の
投
資
話
な
ど
の
特
殊
詐
欺
は
、

被
害
金
額
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
静
岡
県
警
察
で
は
、全
国
初
と
な

る
被
害
防
止
策
と
し
て
、県
内
の
金

融
機
関
統
一
で『
預
手
プ
ラ
ン
』を

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
預
手
プ
ラ
ン
と
は
】

　
75
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、金
融

機
関
で
3
0
0
万
円
以
上
の
現
金

出
金
す
る
場
合
、金
融
機
関
に
備
え

付
け
の
顧
客
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

基
に
出
金
理
由
な
ど
の
状
況
を
確

認
。チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
該
当
せ
ず
、

現
金
出
金
す
る
場
合
は
、預
金
小
切

手
を
発
行
す
る
も
の
で
す
。

※
預
金
小
切
手
で
の
支
払
い
を
拒

否
し
た
場
合
は
、警
察
官
が
金
融

機
関
に
行
き
、状
況
確
認
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会
●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

～理想的な生活をすることで～

保育園・幼稚園・こども園の紹介

 1人分
栄養価

作り方材料《 2人分 》

◆保育方針　〇遊び中心保育
　　　　　　　集中して遊べる子
　　　　　　　創造力の豊かな子
　　　　　　　思いやりのある子
　　　　　　　がまんのできる子
　　　　　　

①ダイコンは皮をむいて千
切りにする。塩を少々ま
ぶし、キッチンペーパー
で水気をとる。

②焼き豚は厚めの細切り、
葉ネギは小口切り、ショウ
ガはみじん切りにする。

③【A】の調味料を合わせ、
①・②と混ぜ合わせる。

◆ダイコン…………… 80ｇ
◆焼き豚……………… 60ｇ
◆葉ネギ………………  1本
◆ショウガ…………… 適宜
◆塩…………………… 少々
◆【A】
　◇酢……………  大さじ1
　◇炒り白ごま…  小さじ1
　◇ごま油………  小さじ1
　◇しょうゆ……  小さじ1
　◇砂糖…………  小さじ1

修善寺保育園修善寺保育園

◇エネルギー…63kcal　◇カルシウム…27mg
◇たんぱく質…6.4g　◇脂質…3.5g　◇食塩相当量…1.3ｇ

 

　
　
　ご
ま
油
が
ア
ク
セ
ン
ト

　
　焼
き
豚
と
ダ
イ
コ
ン
の
香
味
和
え

 

　
　
　ご
ま
油
が
ア
ク
セ
ン
ト

　
　焼
き
豚
と
ダ
イ
コ
ン
の
香
味
和
え

　健康な体を維持するには、どのような生活プランが理想なのでしょ
うか。私は食事のとり方はあまり良くない方だと思います。平日の朝
食は、ほとんどとらずに出掛け、昼食は家内の愛妻弁当を食べ、夕食
は22時過ぎに食べる毎日です。やはり、偏食はせず、規則正しく食事
をとり、定期的に適度に体を動かすことが必要かなと思う50歳です。

　　　伊豆市食育推進会議委員　小林利昭（熊坂）

　
修
善
寺
保
育
園
は
、８6
人
の
園
児
が
一
緒
に
生
活
し
て

い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
経
験
し
、今
年
度
も
終
わ

り
に
近
づ
い
て
い
る
今
、一
人
一
人
が
成
長
し
た
姿
を
見

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。今
年
度
の『
あ
ゆ
み
』を
一
部
で
す

が
、ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
夏
ま
つ
り
★
　
　

　
７
月
第
１
土
曜
日
の
晩
、夜
店
で
の
お
買
い
物
を
楽
し

ん
で
、練
習
し
て
き
た
盆
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。し
ゃ
ぎ

り
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
、祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
だ

け
で
な
く
、園
児
に
も
楽
器
を
触
ら
せ
て
く
れ
、子
ど
も

た
ち
は
大
喜
び
。地
域
の
皆
さ
ん
も
大
勢
見
ら
れ
、今
年

も
と
て
も
賑
や
か
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
デ
ー
★

　
あ
る
園
児
か
ら「
よ
う
こ
そ
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
！
」
と
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
も
あ
っ
て
、こ
の
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
し
た
。お
年
寄
り
を

先
生
に
、園
児
全
員
が
昔
懐
か
し

い
遊
び
を
楽
し
み
、お
手
玉
や
あ

や
と
り
な
ど
、『
手
ほ
ど
き
』を
し

て
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

　　
日
ご
ろ
か
ら
作
物
の
栽
培
収

穫
や
も
ち
つ
き
を
体
験
さ
せ
て

も
ら
う
な
ど
、近
隣
の
皆
さ
ん
や

保
護
者
が
積
極
的
に
気
軽
に
行

事
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
日
々
生
活

を
送
る
中
で
、い
か
に
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
、見
守
ら
れ
て
い
る

か
、ま
た
、直
接
的
な
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
の
大
切
さ
、

あ
り
が
た
さ
を
痛
感
す
る
１
年
で
し
た
。　
こ
の
豊
か
な

地
域
力
を
活
か
し
、感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲「もちつき楽しいな！」 ▲折り紙を教えてもらいました

　
　
　
　〜
桜
と
紅
葉
に
映
え
る
自
然

　
　
　
　
　
　の
中
に
佇
む
美
し
い
滝
〜

　
　
　
　〜
桜
と
紅
葉
に
映
え
る
自
然

　
　
　
　
　
　の
中
に
佇
む
美
し
い
滝
〜

　
狩
野
川
記
念
公
園
か
ら
西
浦
に
抜
け
る
市

道
か
ら
堀
切
地
区
を
上
る
と
、道
下
に
全
長
３０

ｍ
の
華
麗
な
滝
が
姿
を
見
せ
ま
す
。

　
春
に
は
沿
道
の
桜
、紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は
、紅
葉

と
白
い
滝
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
訪
れ
る
人
の
心

を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。近
く
に
は
、古
刹
と
し

て
有
名
な
益
山
寺
が
あ
り
、そ
の
境
内
に
は
、

県
指
定
の
天
然
記
念
物
の
大
楓（
樹
齢
８
６
０

年
）と
銀
杏
の
巨
木
が
あ
り
ま
す
。こ
ち
ら
の

紅
葉
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
ま
た
魅
力
で
す
。
近

く
に
は
、富
士
山
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
発
端
丈
山

へ
続
く
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
昔
は
、市
内
大
平
地
区
の『
旭
滝
』に
対
し
て

『
夕
日
滝
』と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
夕
日
で

は
何
か
寂
し
い
」と
地
元
の
人
た
ち
が『
雄
飛
』

に
変
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
旭
滝
』

　
国
道
１
３
６
号
の
大
平
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
に

あ
り
、国
道
か
ら
入
っ
た
所
に
あ
る
旭
滝
。林
の

中
に
眺
め
る
滝
の
落
差
は
実
に
１
０
５ｍ
。６
段

に
別
れ
て
落
水
す
る
迫
力
が
魅
力
で
す
。

　『
旭
滝
』は
、東
向
き
で
、朝
日
を
浴
び
た
姿
が

美
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
名
が
付

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
昔
、６
段
に

折
れ
て
流
れ
る
落
ち
る
風
情
あ
る
様
子
を
見
て
、

尺
八
の
名
曲『
滝
落
之
曲
』を
生
み
出
し
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。ジ
オ
サ
イ
ト
ツ
ア
ー
で
も
こ
の

『
旭
滝
』は
、欠
か
せ
な
い
見
ど
こ
ろ
で
す
。

市然
発見♪市然
発見♪

▲益山寺の大楓

大
地
か
ら
の
贈
り
物
③

〜
市
内
の
魅
力
た
っ
ぷ
り
、２
つ
の
滝
を
ご
紹
介
〜

ジ      

オ

ほ
っ
た
ん
じ
ょ
う
ざ
ん▲マグマが冷えた証拠である『柱状節理』が特徴の『雄飛滝』

▲表面の岩肌が5～6角形の断面に見えるのが特徴の『旭滝』

①

②

③

④

『旭滝』ができるまで

『
雄
飛
滝
』

『
雄
飛
滝
』

『
旭
滝
』

『
旭
滝
』

ゆ
う
ひ
だ
き

あ
さ
ひ
だ
き

提供：伊豆総合高等学校自然科学部

た
た
ず

ま
し
や
ま
で
ら

こ
さ
つ

お
お
か
え
で

こ
う
よ
う

い
ち
ょ
う

た
け
お
ち
の
き
ょ
く

め
い
ば
く

　
　
　

 

〜
迫
力
と
歴
史
を
感
じ
る
半
島   

               

屈
指
の
名
瀑
〜

　
　
　

 

〜
迫
力
と
歴
史
を
感
じ
る
半
島   

               

屈
指
の
名
瀑
〜

ちゅうじょうせつり

こ
う
よ
う
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温
泉
受
給
権
を
公
売
し
ま
す

公
売
財
産
／

土
肥
温
泉
供
給
区
域
温
泉
受
給
権

①
定
量
制
４
升
（
７
・
２
リ
ッ
ト
ル
）

②
定
量
制
10
升
（
18
リ
ッ
ト
ル
）

※
１
升
当
た
り
の
単
価
（
最
低
入
札
価

格
）
は
70
万
円
で
す
。

※
買
い
受
け
価
格
と
は
別
に
消
費
税
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

入
札
日
時
／

３
月
19
日
（
水
）
10
時
～
10
時
30
分

と
こ
ろ
／
土
肥
支
所

売
却
決
定
日
時
／

３
月
19
日
（
水
）
10
時
45
分

買
受
代
金
納
付
期
限
／

３
月
19
日
（
水
）
12
時

注
意
事
項
／

○
参
加
資
格
は
、
土
肥
温
泉
供
給
区
域
内

に
居
住
、
ま
た
は
同
区
域
内
に
家
屋
を

所
有
す
る
人
と
な
り
ま
す
。

○
公
売
財
産
は
、
１
升
を
１
口
と
し
て
売

却
し
ま
す
。

○
現
在
温
泉
受
給
権
を
お
持
ち
で
な
い
人

（
新
規
）
は
、
２
升
以
上
か
ら
の
参
加

と
な
り
ま
す
。

○
公
売
財
産
は
複
数
落
札
入
札
の
方
法
を

と
り
ま
す
。
入
札
書
に
は
購
入
す
る
数

量
（
口
数
）
と
、
１
升
当
た
り
の
単
価

（
最
低
入
札
価
格
以
上
の
金
額
）
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
当
日
、
印
鑑
と
買
い
受
け
金
（
現
金
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
温
泉
を
受
給
す
る
た
め
に
は
市
長
の
許

可
が
必
要
で
す
。

○
買
い
受
け
人
は
、
購
入
後
３
年
間
、
名

義
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
引
湯
に
か
か
る
工
事
費
な
ど
は
落
札
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。　

○
落
札
後
に
か
か
る
温
泉
料
金
は
、１
升

当
た
り
月
額
３
７
８
０
円（
税
込
）で
す
。

○
許
可
後
の
温
泉
使
用
料
は
、
使
用
者
の

都
合
（
配
管
工
事
未
了
の
場
合
を
含

む
）
に
よ
り
引
湯
し
て
い
な
い
期
間
が

あ
っ
て
も
、
基
本
料
金
は
毎
月
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
休
止
制

度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

※
入
札
や
使
用
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

『
伊
豆
市
温
泉
使
用
条
例
』
を
ご
確
認

い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
売
に
関
す
る
問
合
せ
／

税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
３

温
泉
受
給
権
に
関
す
る
問
合
せ
／

土
肥
支
所
☎
（
98
）
１
１
１
１

春
季
火
災
予
防
運
動

期
間
／

３
月
１
日
（
土
）
～
３
月
７
日
（
金
）

目
的
／
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者

な
ど
を
主
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

統
一
標
語
／

『
消
す
ま
で
は 

心
の
警
報 

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

重
点
目
標
／

○
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

○
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対
策

の
推
進

○
特
定
防
火
対
象
物
な
ど
に
お
け
る
防
火

安
全
対
策
の
徹
底

○
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進

○
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

消
防
団
の
行
事
予
定
／

○
期
間
中
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
（
20
時
に
各
分

団
詰
所
に
て
20
秒
１
点
）

○
各
方
面
隊
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
の
実
施

○
横
断
幕
、
懸
垂
幕
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出

○
消
防
機
材
、
水
利
施
設
な
ど
の
点
検

○
夜
警
の
実
施
（
３
月
中
旬
ま
で
）

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
に

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す

　

狩
猟
期
間
は
２
月
28
日
（
金
）
で
終
了
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
稲
や
野
菜
な
ど
農
作

物
の
作
付
け
が
始
ま
る
時
期
を
迎
え
、
市
で

は
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
市
内
山
中
で
『
銃
』
や
『
わ
な
』

を
使
用
し
た
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

　

捕
獲
作
業
は
、
安
全
対
策
に
十
分
配
慮
し

て
実
施
し
ま
す
が
、
万
一
の
事
故
防
止
の
た

め
、
山
仕
事
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山
に
入

る
際
は
、
目
立
つ
服
装
や
音
の
出
る
も
の
を

身
に
着
け
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
捕
獲
従
事
者
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
帽

子
と
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、
市
が
交
付
し
た
腕

章
を
付
け
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

捕
獲
実
施
予
定
期
間
／

３
月
１
日
（
土
）
～
３
月
16
日
（
日
）

※
被
害
や
出
没
の
状
況
に
よ
り
、
期
間
を

延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
公
共
料
金

や
施
設
使
用
料
金
な
ど
を
改
定
し
ま
す

　

市
で
は
、
公
共
施
設
の
使
用
料
金
な
ど

に
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
係
る
税
負
担

分
を
転
嫁
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
民
の

代
表
者
で
構
成
す
る
審
議
会
を
開
催
し
、

意
見
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
使
用
料
金
な
ど
へ
適
正
に

転
嫁
す
る
こ
と
が
国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
や
、
使
用
す
る
人
が
費
用
を
負
担

す
る
と
い
う
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
も
、

『
妥
当
』
で
あ
る
と
の
判
断
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
の
時
期

に
合
わ
せ
４
月
１
日
（
火
）
か
ら
料
金
の

改
定
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
施
設
や
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

広
報
い
ず
４
月
号
で
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
財
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
９
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お知らせ
平
成
26
年
度
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　

生
後
90
日
を
超
え
た
犬
は
、
年
１
回
の

予
防
接
種
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
次
の
日
程
で
集
合
注
射

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

料
金
／
３
４
０
０
円

（
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
含
む
）

※
消
費
税
増
税
に
よ
り
注
射
料
金
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

※
未
登
録
犬
は
、
登
録
料
３
千
円
が
別
途

必
要
に
な
り
ま
す
。

※
犬
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
届
け
出

が
必
要
で
す
の
で
、
環
境
衛
生
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

集
合
注
射
が
で
き
な
い
場
合
／
お
近
く
の

動
物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

場
合
は
、
動
物
病
院
が
発
行
す
る
『
注
射

済
証
明
書
』
を
持
参
し
、
環
境
衛
生
課
ま

た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

注
射
済
票
（
手
数
料
５
５
０
円
）
を
交
付

し
ま
す
。
ま
た
注
射
済
票
の
交
付
を
代
行

す
る
動
物
病
院
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

ご
み
袋
の
減
免
措
置

　

次
の
対
象
者
に
は
、
申
請
に
よ
り
、
一

定
枚
数
の
指
定
ご
み
袋
（
30
リ
ッ
ト
ル
）

を
配
布
し
ま
す
。

対
象
者
・
申
請
時
の
持
ち
物
／

①
地
域
奉
仕
活
動
な
ど
の
実
施
団
体

　

【
持
ち
物
】
印
鑑

②
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

【
持
ち
物
】
印
鑑
、
減
免
申
請
書

③
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
２
か
ら
要

介
護
５
の
認
定
を
受
け
、
紙
お
む
つ
を

使
用
し
て
い
る
在
宅
世
帯

【
持
ち
物
】
印
鑑
、
伊
豆
市
家
族
介
護

支
援
事
業
利
用
決
定
通
知
書
（
ま
た

は
介
護
保
険
証
お
よ
び
民
生
委
員
の

証
明
）

④
特
別
障
害
者
手
当
受
給
世
帯
や
、
日
常
生

活
用
具
給
付
事
業
に
よ
る
ス
ト
マ
用
装
具

や
紙
お
む
つ
の
助
成
を
受
け
て
い
る
身
体

障
害
者
や
身
体
障
害
児
の
い
る
世
帯

【
持
ち
物
】
印
鑑
、
特
別
障
害
者
手
当

認
定
通
知
書
（
ま
た
は
日
常
生
活
用

具
給
付
決
定
通
知
書
）

※
②
～
④
の
複
数
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、

重
複
し
て
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
開
始
／
４
月
１
日
（
火
）

受
付
場
所
／
環
境
衛
生
課
・
各
支
所

※
②
～
④
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
課
ま

た
は
長
寿
介
護
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

お
知
ら
せ
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★市役所へのお問い合わせは、原則 8 時 30 分から17 時 15 分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。

    ❖狂犬病集合注射日程❖
　　　 日　　付　　　　　　　　　　　会　　場　　　　　　　　　　　　　 時　　間

 矢熊多目的集会所  9 時 30 分～ 9 時 45 分

 天城会館 10 時 10 分～ 10 時 55 分

　　 4 月 7 日（月） 
茅野多目的集会所 11 時 15 分～ 11 時 30 分

 月ヶ瀬コミュニティー 13 時 20 分～ 13 時 35 分

 天城湯ケ島支所 14 時～ 14 時 30 分

 金山公民館 15 時～ 15 時 15 分

 筏場公民館  9 時 30 分～ 9 時 50 分

 八岳集会所 10 時 20 分～ 10 時 45 分

　　 4 月 8 日（火） 
関野公民館 11 時 5 分～ 11 時 25 分

 旧大東保育園 13 時 20 分～ 13 時 35 分

 中伊豆支所 14 時～ 14 時 40 分

 城改善センター 15 時～ 15 時 15 分

 大野公民館  9 時 30 分～ 9 時 55 分

 年川上作業所 10 時 25 分～ 10 時 40 分

　 　4 月 9 日（水） 
柏久保公民館 11 時 10 分～ 11 時 30 分

   中伊豆社会体育館 13 時 20 分～ 13 時 50 分

 加殿公民館 14 時 15 分～ 14 時 35 分

 佐野集会所 15 時～ 15 時 15 分

 生きいきプラザ  9 時 30 分～ 10 時 15 分

 大平公民館 10 時 30 分～ 11 時

　　4 月 10 日（木） 修善寺総合会館 13 時 20 分～ 13 時 40 分

 ニュータウンコミュニティー会館 14 時～ 14 時 20 分

 紙谷橋 14 時 45 分～ 15 時 15 分

 伊豆森林管理署  9 時 30 分～ 9 時 50 分

 熊坂公民館 10 時 20 分～ 10 時 40 分

　　
4 月 11 日（金）

 堀切公民館 11 時 10 分～ 11 時 30 分

 大平柿木報徳館 13 時 20 分～ 13 時 35 分

 狩野ドーム 14 時～ 14 時 20 分

 上船原地区集会所 14 時 45 分～ 15 時

 小下田ふるさとセンター  9 時 40 分～ 10 時

　　
4 月 14 日（月）

 土肥シニアプラザ 10 時 25 分～ 10 時 45 分

 小土肥八幡神社前 11 時 10 分～ 11 時 30 分

 土肥支所 13 時 20 分～ 14 時 30 分

▲腕章やベストなど、この服装が
目印！狩猟者の皆さん
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お知らせ
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❖臨時増税による住民税の均等割の額 ❖

　　　　　　　均等割額 【現行】　　　　　　【特例期間（10 年間）】 

 　　～平成 25 年度 　　平成 26 ～ 27 年度　 平成 28 ～ 35 年度 

個人町民税 　　　3,000 円　　　　　3,500 円　　　　　 3,500 円 

個人県民税 　　　1,400 円　　　　　1,900 円　　　　　 1,500 円 

　合　計 　　　　4,400 円　　　　　5,400 円　　　　　 5,000 円

※平成 26 年度から平成 27 年度までの個人県民税均等割には、標準税率
1,000 円に森林づくり県民税 400 円が加算されています。

伊
豆
市
文
化
協
会
講
演
（
入
場
無
料
）

　

伊
豆
市
文
化
協
会
で
は
、
平
成
26
年
度
理

事
会
総
会
後
に
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
員
以
外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

と
き
／
４
月
12
日
（
土
）
15
時
～

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
演
／
『
～
オ
オ
カ
ミ
が
伊
豆
を
救
う
～
』

講
師
／
（
一
社
）
日
本
オ
オ
カ
ミ
協
会

会
長 

丸
山
直
樹
さ
ん

【
講
演
要
旨
】

　

日
本
で
は
、
オ
オ
カ
ミ
の
絶
滅
と
近
年
の
狩
猟

活
動
の
低
下
に
よ
り
、
シ
カ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
シ
カ
の
食
害
が
原
因
で
、
植
物
や
小
動
物
の

生
活
圏
が
奪
わ
れ
、
自
然
や
生
態
系
が
崩
れ
て
い

ま
す
。
恒
久
的
な
効
果
を
持
つ
根
本
的
な
対
策
は
、

シ
カ
を
適
正
な
数
ま
で
減
ら
し
、
継
続
し
て
安
定

化
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
オ
オ
カ
ミ

を
再
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
講
演
で

は
、
オ
オ
カ
ミ
と
の
共
生
に
つ
い
て
、
詳
し
く
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
／
申
し
込
み
不
要
で
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

１
年
間
の
成
果
を
大
公
開
!!

い
ず
生
涯
学
習
講
座
修
了
者
発
表
会

■
展
示
部
門
（
入
場
無
料
）

　

講
座
生
の
作
品
展
示
の
ほ
か
、
模
造
紙

や
写
真
に
よ
る
講
座
風
景
、
作
品
な
ど
の

紹
介
を
行
い
ま
す
。

と
き
／
３
月
12
日
（
水
）
～
３
月
19
日

（
水
）
９
時
30
分
～
17
時

※
12
日
（
水
）
は
13
時
～
17
時
、
19
日

（
水
）
は
９
時
30
分
～
12
時
で
す
。

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

■
体
験
部
門
（
入
場
無
料
）

　

ど
の
よ
う
な
内
容
の
講
座
な
の
か
実
際

に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
茶
菓
子

代
な
ど
有
料
な
も
の
も
あ
り
ま
す
）
。

と
き
／
３
月
15
日
（
土
）

９
時
～
11
時
30
分
（
受
け
付
け
終
了
11
時
）

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

体
験
教
室
／

表
千
家
茶
道
教
室
、
ベ
ビ
ー
手
話
教
室

■
舞
台
発
表
（
入
場
無
料
）

　

講
座
生
が
舞
台
で
行
う
成
果
発
表
で
す
。

と
き
／
３
月
15
日
（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
閉
講
式
終
了
後
に
開
始
し
ま
す
。

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

発
表
者
（
順
不
同
）
／
ウ
ク
レ
レ
教
室
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
、
伊
豆
演
劇
と
朗
読
の

会
教
室
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室
、
か
ん
た
ん

楽
し
い
着
付
け
教
室
、
公
民
館
講
座
発
表

※
参
加
団
体
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

市
民
健
康
講
座
（
参
加
無
料
）

『
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
教
室
』

　

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
話
題
の
『
慢

性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
』
。
意
外
と
知
ら
な

い
身
近
な
病
気
で
す
。
慢
性
腎
臓
病
は
、
初

期
の
う
ち
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

放
置
す
る
と
人
工
透
析
が
必
要
に
な
っ
た
り
、

心
臓
や
血
管
の
病
気
な
ど
重
篤
な
疾
病
を
引

き
起
こ
し
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
予
防
す
る
の
は
『
今
』
で
す
！

多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
１
日
目

と
き
／
３
月
６
日
（
木
）
ま
た
は
３
月

22
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

内
容
／
講
義
『
新
た
な
国
民
病
！
慢
性

腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

～
そ
の
検
査
や
治
療
法
に
つ
い
て
～
』

個
別
相
談
（
希
望
者
）

講
師
／
静
岡
県
立
大
学
教
授 

日
本
腎
臓

学
会
認
定
専
門
医 

熊
谷
裕
通
先
生

■
２
日
目

と
き
／
３
月
14
日
（
金
）
ま
た
は
３
月

29
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

内
容
／
講
義
『
慢
性
腎
臓
病
の
重
症
化

予
防
の
た
め
の
食
事
～
食
塩
を
摂と

り
過

ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？
～
』

個
別
相
談
（
希
望
者
）

講
師
／
静
岡
県
立
大
学
講
師

管
理
栄
養
士 

円
谷
由
子
先
生

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
健
診
で
腎
機
能
低
下
ま
た
は
尿
蛋た

ん

白ぱ
く

が
陽
性
の
人

申
込
み
／
２
日
間
で
１
コ
ー
ス
で
す
。
２

日
間
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
か

都
合
の
良
い
教
室
を
選
び
、
電
話
で
健
康

増
進
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

今
年
も
開
催
!!

第
17
回
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

　

昨
年
か
ら
ラ
ン
ク
が
格
上

げ
さ
れ
た
国
内
最
高
峰
自
転

車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
『
第
17
回

ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ

ン
』
。
今
年
も
国
内
外
の
プ

ロ
選
手
を
招
待
し
、
５
月
18

日
（
日
）
の
大
阪
堺
ス
テ
ー

ジ
か
ら
東
京
ス
テ
ー
ジ
ま
で

の
６
日
間
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。

　

伊
豆
ス
テ
ー
ジ
は
、
５
月

24
日
（
土
）
に
日
本
サ
イ
ク

ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
伊
豆
ス
テ
ー

ジ
は
、
総
合
順
位
を
決
定
づ

け
る
大
事
な
レ
ー
ス
。
サ
イ

ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

１
４
６
・
４
㎞
の
特
設
コ
ー

ス
を
、
多
く
の
観
客
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
力
走
す
る
選

手
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
レ
ー

ス
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
細
は
後
日
、
広
報
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
／
観
光
交
流
課

☎
（
72
）
９
９
１
１

防
災
の
た
め
の
個
人
住
民
税
均
等
割
の

税
率
改
正
に
つ
い
て

　

国
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
・
減
災

事
業
の
財
源
確
保
の
た
め
の
特
例
法
を
制

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
10
年
間

（
平
成
26
年
度
～
平
成
35
年
度
）
に
限
り
、

個
人
の
市
民
税
と
県
民
税
の
均
等
割
の
税

率
が
、
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
（
計
千
円
）

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
新
た
な
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

問
合
せ
／
税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
４

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
の
医
療
費
の
窓

口
負
担
は
、
特
例
措
置
に
よ
り
こ
れ
ま
で
１

割
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
特
例
措
置
が

見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
26
年
度
か

ら
段
階
的
に
２
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

■
平
成
26
年
４
月
２
日
以
降
に

　

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
へ

　

70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
の
診
療
か
ら
医

療
費
の
窓
口
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
／
平
成
26
年
４
月
２
日
以
降
に
70

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
（
昭
和
19
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）

２
割
と
な
る
時
期
／
70
歳
の
誕
生
月
の
翌

月
（
た
だ
し
、
各
月
１
日
が
誕
生
日
の
場

合
は
そ
の
月
か
ら
）

そ
の
他
／
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
従

来
ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。

■
平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
へ

　

平
成
26
年
４
月
以
降
も
医
療
費
の
窓
口

負
担
は
１
割
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。
引

き
続
き
、
特
例
措
置
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
／
平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に
70

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
（
昭
和
19
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

そ
の
他
／
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
従

来
ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。

※
４
月
以
降
、
特
例
措
置
に
よ
り
１
割
が
継

続
に
な
る
人
に
つ
い
て
は
、
３
月
中
に
高

齢
受
給
者
証
を
発
送
し
ま
す
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６

国
民
健
康
保
険

海
外
療
養
費
の
支
給
申
請
に
対
す
る

審
査
の
強
化
に
つ
い
て

  

近
年
、
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
海
外
療

養
費
の
不
正
請
求
が
複
数
見
つ
か
る
と
い

う
状
況
が
、
厚
生
労
働
省
か
ら
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
海
外
療
養

費
の
支
給
申
請
に
対
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
海
外
で
の
治
療
期
間
と

渡
航
期
間
の
確
認
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
そ
の
際
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し
を
窓

口
で
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
の
結
果
、
不
正
請
求
に
該

当
す
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
各
保
険

者
間
で
情
報
共
有
を
行
う
た
め
、
静
岡
県

な
ど
関
係
機
関
に
報
告
を
行
い
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
海
外
療
養
費
の
支
給
申
請
と
は
？

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、

海
外
に
お
い
て
急
病
や
突
然
の
け
が
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
現
地
の
医
療

機
関
な
ど
で
治
療
を
受
け
た
場
合
、
帰
国

後
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
審
査
を
経
て
、

海
外
療
養
費
と
し
て
自
己
負
担
分
を
除
い

た
診
療
費
用
分
を
支
給
さ
せ
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

図
書
館
司
書
募
集

募
集
人
数
／
1
人

勤
務
場
所
／
市
内
図
書
館

内
容
／
司
書
業
務
全
般（
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
、選
書
、図
書
館
資
料

の
整
理
、行
事
の
企
画
運
営
な
ど
）、パ
ソ
コ
ン

を
用
い
た
文
書
作
成
・
デ
ー
タ
処
理
な
ど　

任
用
期
間
／

4
月
1
日（
火
）～
平
成
27
年
3
月
31
日（
火
）

勤
務
形
態
／
週
31
時
間
勤
務

（
土
日
、祝
日
を
含
め
た
変
則
勤
務
あ
り
）

基
本
給（
月
給
）／
１２
万
２
２
４
０
円

※
そ
の
ほ
か
、通
勤
手
当
、期
末
手
当
、勤
勉

　

手
当
、時
間
外
手
当
が
支
給
条
件
に
応
じ

　

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

社
会
保
障
な
ど
／
社
会
保
険
、厚
生
年
金
、

雇
用
保
険
に
加
入
と
な
り
ま
す
。

受
験
資
格
／
図
書
館
司
書
資
格
ま
た
は
図

書
館
勤
務
経
験
が
あ
り
、市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と

応
募
方
法
／
3
月
16
日（
日
）ま
で
に
修
善

寺
図
書
館
へ
申
込
書（
市
指
定
）、自
己
紹
介
書

（
市
指
定
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
案
内
、申
込
書
、自
己
紹
介
書
は
、3

　

月
1
日（
土
）か
ら
修
善
寺
図
書
館
で
配
布

　

し
ま
す
。ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
修
善
寺
図
書
館
☎（
72
）９
８
６
８

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

みん
なが

来る
のを

待っ
てる
よ！

募

　
　集



明るい選挙
ポスター
コンクール

入選作品を
ご紹介
入選作品を
ご紹介

今年度も多くのご応募を
いただきありがとう
ございました

湯川 恒成さん
（修善寺小6年）

　伊豆市から提出した作品は近年、県で
行われる２次審査でも入選者が続出し、
非常に高い評価を得ています。今回も、
伊豆市で行われた１次審査では、個性あ
ふれる作品が多く、審査員が選出に苦労
する姿がとても印象的でした。次回もぜ
ひご参加ください！

解良 祐未花さん
（修善寺南小6年）

高橋 理華さん
（天城小6年）

柿畑 美結さん
（天城中2年）

植松 百香さん
（天城中2年）

市川 駿之介さん
（中伊豆小6年）

山邊 勇樹さん
（中伊豆中2年）

金子 一光さん
（中伊豆中2年）

福島 早希さん
（中伊豆中2年）

ゆかわ  こうせいけら        ゆみかたかはし    りか

かきはた    みゆ

うえまつ  ももか いちかわ しゅんのすけ やまべ    ゆうき

かねこ  いっこう

ふくしま    さき

　伊豆市選挙管理委員会では、明るい選挙ポスターコンクールとして昨年９月に
市内の小・中学校を対象に選挙啓発ポスターを募集しました。今年度は計４９作品
の応募があり、伊豆市の審査で入選した10作品を掲載します。
　なお、提出された作品については、市ホームページにてご覧いただけます。

問合せ／選挙管理委員会☎（72）9869

高田　結さん
（中伊豆小6年）

たかだ      ゆい

2014. 3 182014. 319

市
内
の
別
の
住
所
に
住
む
親
に
、「
住

民
票
（
親
の
）
を
取
っ
て
き
て
ほ
し

い
」
と
頼
ま
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
し
た

ら
い
い
で
す
か
？

親
子
な
ど
の
ご
家
族
で
も
、
別
の
住
所

に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
人
が
住
民

票
を
取
る
場
合
に
は
、
本
人
な
ど
か
ら

の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
別
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
住
所
が

同
じ
で
も
世
帯
が
別
に
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
や
は
り
委
任
状
が
必
要
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
で
申
請
を
す
る
際
に
は
、
委
任
を

受
け
た
代
理
人
が
市
民
課
・
各
支
所
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
な
ど

の
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

委
任
状
の
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
５

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
⑫

近
代
日
本
画
展
示

　

３
月
の
近
代
日
本
画
展
示
で
は
、
春

の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
を
は
じ
め
、

十
二
支
を
画
題
と
し
た
扇
面
十
二
図
を

華
麗
に
散
ら
し
た
『
十
二
支
扇
面
散
』

合
作
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
併
せ
て
画

家
の
書
簡
も
公
開
し
ま
す
。

☆
主
な
展
示
作
品

『
春
生
（
つ
く
し
）
』
安
田
靫
彦 

一
幅 

昭
和
５
年
ご
ろ 

伊
豆
市
蔵

『
春
生
（
い
ぬ
）
』
安
田
靫
彦 

一
幅 

大
正
11
年 

伊
豆
市
蔵

『
十
二
支
扇
面
散
』
合
作 

六
曲
一
隻 

明
治
末 

伊
豆
市
蔵

『
牧
牛
桃
林
』
今
村
紫
紅 

一
幅

　

明
治
42
年
ご
ろ 

伊
豆
市
蔵

『
牧
羊
』
今
村
紫
紅 

一
幅

　

明
治
43
年
ご
ろ 

伊
豆
市
蔵

☆
今
月
の
こ
の
一
点
！ 

『
十
二
支
扇
面
散
』
六
曲
一
隻

　

合
作 

明
治
末

　

本
図
は
、
安
田
靫
彦
、
前
田
青
邨
、

石
井
林
響
、
広
瀬
長
江
、
浅
野
未
央
の

合
作
に
よ
る
屏
風
で
、
『
古
事
記
』
の

大
国
主
神
の
根
国
訪
問
に
登
場
す
る

『
鼠
』
や
牛
車
の
『
牛
』
、
豊
干
禅
師

の
『
虎
』
な
ど
、
十
二
支
の
動
物
に
因

ん
だ
絵
を
各
扇
面
に
描
い
た
作
品
で
す
。

そ
れ
ら
の
中
に
は
動
物
そ
の
も
の
を
描

く
の
で
は
な

く
、
例
え
ば

『
戌
』
の
場

合
の
よ
う
に
、

『
南
総
里
見

八
犬
伝
』
の

伏
姫
を
描
く

こ
と
に
よ
っ

て
『
戌
』
を

想
起
さ
せ
る

と
い
う
表
現

方
法
が
用
い

ら
れ
て
い
ま

す
。

展
示
期
間
／

３
月
１
日
（
土
）
～
３
月
25
日
（
火
）

９
時
～
16
時
（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生

１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館

☎
（
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雪
の
降
る
地
域
の
大
変
さ
が
ほ
ん
の
少
し

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
数
日
間
で
し
た
。

　今月の表紙は、2月13日
（木）に撮影した修善寺梅林の
風景です。8日（土）の明け方か
ら１日降り続いた大雪。まだ雪
が残る中での撮影となりました。
　もう少しで花を咲かせるつ
ぼみ付近に止まる『メジロ』を
発見！！『メジロ』は、春の香りに
つられてやってきたかのようで
した。春本番まで、あともう少し
です。

山

▲『 十二 支
扇 面 散（部
分）』

▶『伏姫』
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★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★そのほか、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2014／H26
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

   1 2 3 4 5 

　6　　　　7 8 9 10 11 12 

   13　 14   15 16 17   　　  18  　　 19      

  20            21 　　  22           23　       24          25　　   26

  27　　　28　　　29　　　 30　　　

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●保育園進級・入園式
（市内保育園）

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●3歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

●市内小中学校入学式
（各小中学校）
●幼稚園・こども園
進級・入園式
（市内幼稚園・こども園）●消防団入退団式（松原公園）

●2歳・2.6歳児歯科健診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）

●健康相談（乳幼児）
（中伊豆ふれあいプラザ）

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談（乳幼児）
（土肥保健センター）

●健康相談（乳幼児・おとな）
（生きいきプラザ）

昭和の日

月4

●国民健康保険税第10期、市・県民税第7期…………… 30日
●介護保険料第1期………………………………………… 30日
●修善寺地区上下水道料金、土肥地区温泉料金 ……… 30日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…水・木曜日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・第4金曜日
● 虹 の 郷 … 8日・15日・22日

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日



図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき／①10日（木）8時30分～10時10分
②30日（水）10時～12時
ところ／①本庁、②生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
天城湯ケ島支所☎（85）1111　中伊豆支所☎（83）1111　

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／8日（火）9時～12時　
ところ／土肥支所、中伊豆支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／8日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
天城湯ケ島支所☎（85）1111　中伊豆支所☎（83）1111　

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／28日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課
問合せ／市民課☎（72）9858

※緊急の場合は１１９

4月
休日当番医

 6日 すずき耳鼻咽喉科小児科（柏久保）☎（72）0902 
 13日 中島病院（松ケ瀬）☎（87）0333 
 20日 つちやクリニック（伊豆の国市田京）☎（77）1511
 27日 田京診療所（伊豆の国市田京）☎（76）3201 
 29日 大仁クリニック（伊豆の国市大仁）☎（76）2556 

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　13日(日)15時30分～16時
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  2日(水)・16日(水)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　12日・26日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　10日・24日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学生低学年
　19日(土)14時～14時30分
★うりぼうおはないかい(天城)0歳～3歳
　 10日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　12日・26日(土)10時30分～11時

　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。
※『のびのび広場』・『すいすい』・『ちびっこサロンわらぼ』は、
　９時～１５時

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

 園庭開放 　　実施日
 修善寺保育園 　毎週火曜日
 熊坂保育園 　毎週火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　実施日
のびのび広場（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 月（不定期）・毎週金曜日
すいすい（こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日
のびのびくらぶ（湯ケ島幼稚園） 毎週月～金曜日
ちびっこサロンわらぼ（原保保育園） 毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

3月23日・30日、4月6日・13日　奥の院春の静寂
　　　　　　　　　　（有料・予約制）／修禅寺～奥の院
3月下旬～4月上旬　六仙の里夜桜照明／六仙の里
1日　虹の郷無料感謝デー／虹の郷
6日　桜まつり／丸山スポーツ公園　
12・13日　菜の花舞台／小土肥
下旬　春のウォーキング大会／サイクルスポーツセンター
20日　春季弘法忌・万灯会／修善寺温泉場
21日　春季弘法忌・湯汲み式／修善寺温泉場
24日　火防尊大祭／最勝院
26日　ヒノキ間伐体験、森の資源活用体験／六仙の里
【花の見ごろ】
上・中旬　うこん桜・御衣香桜／丸山スポーツ公園
上・中旬　伊豆最福寺しだれ桜／小下田
中下旬～5月上旬　マメザクラ
　　　　／西伊豆スカイライン～西天城高原道路沿線
下旬～5月中旬　アセビ／西伊豆スカイライン沿線
4月中旬～5月下旬　シャクナゲ／昭和の森クリーンガーデン
　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

3月23日・30日、4月6日・13日　奥の院春の静寂
　　　　　　　　　　（有料・予約制）／修禅寺～奥の院
3月下旬～4月上旬　六仙の里夜桜照明／六仙の里
1日　虹の郷無料感謝デー／虹の郷
6日　桜まつり／丸山スポーツ公園　
12・13日　菜の花舞台／小土肥
下旬　春のウォーキング大会／サイクルスポーツセンター
20日　春季弘法忌・万灯会／修善寺温泉場
21日　春季弘法忌・湯汲み式／修善寺温泉場
24日　火防尊大祭／最勝院
26日　ヒノキ間伐体験、森の資源活用体験／六仙の里
【花の見ごろ】
上・中旬　うこん桜・御衣香桜／丸山スポーツ公園
上・中旬　伊豆最福寺しだれ桜／小下田
中下旬～5月上旬　マメザクラ
　　　　／西伊豆スカイライン～西天城高原道路沿線
下旬～5月中旬　アセビ／西伊豆スカイライン沿線
4月中旬～5月下旬　シャクナゲ／昭和の森クリーンガーデン
　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

3月23日・30日、4月6日・13日　奥の院春の静寂
　　　　　　　　　　（有料・予約制）／修禅寺～奥の院
3月下旬～4月上旬　六仙の里夜桜照明／六仙の里
1日　虹の郷無料感謝デー／虹の郷
6日　桜まつり／丸山スポーツ公園　
12・13日　菜の花舞台／小土肥
下旬　春のウォーキング大会／サイクルスポーツセンター
20日　春季弘法忌・万灯会／修善寺温泉場
21日　春季弘法忌・湯汲み式／修善寺温泉場
24日　火防尊大祭／最勝院
26日　ヒノキ間伐体験、森の資源活用体験／六仙の里
【花の見ごろ】
上・中旬　うこん桜・御衣香桜／丸山スポーツ公園
上・中旬　伊豆最福寺しだれ桜／小下田
中下旬～5月上旬　マメザクラ
　　　　／西伊豆スカイライン～西天城高原道路沿線
下旬～5月中旬　アセビ／西伊豆スカイライン沿線
4月中旬～5月下旬　シャクナゲ／昭和の森クリーンガーデン
　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883
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みんなの掲示板みんなの掲示板

　田んぼの特設舞台での春の宴『菜の花舞台』。
菜の花とレンゲが咲き誇る中、楽しく、のんびり
とした時間を過ごしてみませんか。
とき／4月12日（土）17時30分～
4月13日（日）11時30分～
ところ／小土肥の田んぼ 菜の花舞台特設会場
内容／〇創作劇（俳優橋爪功さんが率いる演劇
集団『円』と地元の子どもや青年たちが共演しま
す）〇太鼓競演〇ブラスバンド、合唱 など
その他／入場無料、申し込み不要です。当日、会
場までお越しください。
問合せ／菜の花舞台実行委員会☎（98）2865

❖市制１０周年記念事業
近隣市町交流『第21回菜の花舞台』

　プールで心身ともに健康になり、お友達をた
くさんつくってみませんか。体験もできますの
で、気軽にお越しください。
対象／3歳以上のお子さん
クラス紹介／おもちゃやボール、大きなビート板
で遊びながら水に慣れさせます。顔つけ、水に
浮くこと、けのびなどを練習します。
○火曜日～金曜日クラス：15時～、16時～
○土曜日クラス：10時～、13時～
料金／入会費1,080円、月額3,240円（1教室）
※お得な特別会員もあります。
申込み／3月1日（土）から受け付けています。
印鑑を持参し、プール受け付けにある申込用紙
に必要事項を記入の上、お申し込みください。
電話での予約も受け付けますので、気軽にお問
い合わせください。
問合せ／天城温泉プール☎（85）2610
中伊豆室内温水プールふれっぷ☎（75）7575

❖平成26年度新入会募集
中伊豆室内温水プール・天城温泉プール

❖第29回順天堂大学静岡病院
市民公開講座（手話通訳付き）

❖ジュニア無料体験教室
中伊豆室内温水プール
　楽しく、安全に水遊びを中心に水との触れ合
いを体験していただく教室です。水が怖くても
大丈夫！指導者は全員が有資格者です。楽しく泳
げるようサポートします。
対象／初めてプールに通う3歳以上お子さん
とき／3月25日（火）・26日（水）・27日（木）・28
日（金）15時～15時50分、3月29日（土）13時～
13時50分
定員／各12人
持ち物／水着、ゴーグル、タオル
その他／
○受講料は無料ですが、別途入場料がかかりま
　す（子ども200円）。
○教室開催中は、プールサイドを解放しますの
　で、保護者は私服のままプールサイドで見学
　することができます。
申込み・問合せ／
中伊豆室内温水プールふれっぷ☎（75）7575

とき／3月29日（土）13時30分～16時
（受け付け13時から）
ところ／長岡総合会館アクシスかつらぎ大ホール
（伊豆の国市古奈255）
講師／市田 隆文教授（消化器内科）
順天堂大学医学部附属静岡病院　副院長
テーマ／『肝臓は甦る』
　○学術講演（最終講義）
　　肝臓の『がん』について語ろう
　○市民教育講座
　　アルコールと健康『酒飲みへの健康十訓』
定員／先着700人
参加方法／申し込み不要
参加費／無料
その他／駐車場に限りがありますので、公共交通
機関をご利用ください。
問合せ／順天堂大学医学部附属静岡病院
☎055（948）3111　FAX055（946）0858

とき／3月15日（土）11時30分～15時30分
ところ／静岡県コンベンションアーツセンター
グランシップ　大ホール
対象／○静岡県ナースセンターに求職登録して
いる未就業看護職、未登録の潜在看護師○定年
退職および退職・転職予定の看護職員○看護学
生（県内、県外）○看護職を目指す社会人　など
内容／病院や福祉施設および訪問看護ステー
ションとの個別相談○静岡県ナースセンター就
業相談員による就業に関する相談○奨学金に関
する情報提供○再就業した看護職による体験報
告〇国家試験対策ミニレクチャー　など
その他／参加無料、申し込み不要、託児あり
問合せ／
（公社）静岡県看護協会　静岡県ナースセンター
☎054（202）1761　FAX054（202）1762
メール　shizuoka@nurse-center.net　

　皆さんの協力の下、在宅の人に対しての資格
がなくても誰にでもできる身近な助け合い活動
に参加してみませんか？
とき／３月１７日（月）９時３０分～１２時
ところ／城山活動支援センター（本立野５３１－１）
持ち物／筆記用具
内容／身近なボランティア活動に必要な講義（事
業紹介、市内福祉情報など）
その他／参加希望、関心のある人は、3月10日（月）
までに申し込みをお願いします。誰にでもできるボ
ランティア活動です。
申込み・問合せ／
伊豆市社会福祉協議会☎（８３）３０１３

❖ボランティア講習会参加者募集！！
おたがいさまサービス

❖合同就職相談会
『静岡ふれあいナースフェア』

■一般幹部候補生
　応募資格／
　大学卒（見込み含む）２０歳以上２６歳未満など
　受付期間／２月１日（土）～４月２５日（金）
　採用試験日／５月１０日（土）・５月１１日（日）
■予備自衛官補
　応募資格／○一般：１８歳以上３４歳未満
　　　　　　○技術：１８歳以上５３歳未満など
　受付期間／１月８日（水）～４月２日（水）
　採用試験日／４月１１日（金）～４月１５日（火）
　のうち１日を指定されます。

※応募資格の年齢は、いずれも平成26年4月1
　日現在とします。
問合せ／
自衛隊静岡地方協力本部　三島募集案内所
☎０５５（９８９）９１１１

❖防衛省自衛隊の各種試験

　市民以外の参加も大歓迎です。
日程／各コース全12回（雨天の場合は順延）
○前期：一般（3月17日～6月2日の毎月曜日）
　小学生（4月3日～6月19日の毎木曜日）
○後期：一般（8月18日～11月3日の毎月曜日）
　小学生（8月21日～11月6日の毎木曜日）
時間／一般：19時30分～21時
小学生：19時15分～20時45分
ところ／狩野川記念公園テニスコート
講師／日本体育協会公認テニス指導員、伊豆市
テニス協会指導員
募集人員／一般：若干名　小学校：若干名
受講料／一般：8,000円　小学生：6,000円
※保険代は含みません。教室初日に集金します。
持ち物／硬式ラケット、テニスシューズまたは底
の平たい靴
申込み・問合せ／伊豆市テニス協会　担当：大川
☎090（4265）7014

❖テニスを生涯スポーツに！
伊豆市テニス教室参加者募集



❖平成26年度
ハイキングセミナー受講者募集

　消費税率変更に伴い、県道路公社では伊豆中
央道、修善寺道路、新掛塚橋、はまゆう大橋、伊
豆スカイライン、箱根スカイラインの料金改定
を４月１日（火）に予定しています。また、伊豆中
央道と修善寺道路においては、車種区分と料金
を統一します。
　新たな料金は、国の許可が下り次第、各料金
所や道路公社ホームページでお知らせします。
問合せ／静岡県道路公社企画業務課
☎０５４（２５４）３４２４
http://www.siz-road.or.jp/

❖大腰筋マシン指導教室
無料体験教室を開催

❖【函南町】
第10回かんなみ桜まつり
とき／３月８日（土）10時～15時
※雨天の場合は翌日に順延します。
ところ／畑毛せせらぎ公園
内容／もちつき大会、フラダンス踊り、飛龍高等
学校太鼓、カラオケ大会など
その他／駐車場に限りがありますので、公共交
通機関をご利用ください。
問合せ／かんなみ桜の会☎090（5863）4271

❖【三島市】洋らん展
とき／３月１６日（日）～２３日（日）
※１７日（月）は休園日
ところ／楽寿園内展示場
内容／カトレア・デンドロビウムなど、洋らんの
展示、栽培相談および即売
問合せ／三島市立公園楽寿園
☎０５５（９７５）２５７０

とき／3月26日（水）9時30分～16時30分
ところ／沼津市民文化センター
（沼津市御幸町15－1）
内容／刑事裁判傍聴または法廷見学およびル
ール作りに挑戦
対象／県内の中学生
（ただし、保護者の承諾が必要）
申込期限／3月14日（金）まで
問合せ／静岡県弁護士会沼津支部
☎055（931）1848

　４月から無料運行バスがスタートします（毎
週火曜日）。今までプールに行きたくても交通
手段がなくてあきらめていた人。ぜひご利用く
ださい。
送迎時間／【行き】修善寺駅発 9 時 30 分→
ふれっぷ着 9 時 45 分、【帰り】ふれっぷ発 12
時 10分→修善寺駅着 12時 20分
※利用する際は予約が必要です。
予約・問合せ／
中伊豆室内温水プールふれっぷ☎（75）7575

❖有料道路の料金改定について

❖平成26年度
第1回不動産無料相談会

❖伊豆中央道の磁気カード式
回数券の払戻しについて

❖ジュニア・ロースクール2014春
in沼津（先着30人、参加費無料）

❖中伊豆室内温水プールふれっぷ
4月から無料運行バスがスタート！！

とき／4月4日（金）10時～16時
ところ／富士市役所6階第2会議室
（富士市永田町1丁目100）
相談内容／鑑定評価、価格、賃料、売買、交換、
借地、借家、相続、贈与、そのほか不動産に関す
ること
申込方法／当日会場で受け付けます。
※15時30分までにお申し込みください。
問合せ／公益社団法人静岡県不動産鑑定士協会
☎054（253）6715

　闇に浮かぶ幻想的なサクラをお楽しみください。
とき／３月２２日（土）～４月１３日（日）１８時～２１時
※桜の開花状況により、期間が前後する可能性
　があります。
ところ／狩野川さくら公園（伊豆の国市寺家）
その他／会場付近は、駐車場が少ないためでき
る限り、公共交通機関をご利用ください。
問合せ／
伊豆の国市観光協会☎０５５（９４８）０３０４

❖【伊豆の国市】狩野川さくら公園
サクラの夜間ライトアップ

　伊豆中央道江間料金所の改修工事に伴い、
３月下旬の工事着手以降、磁気カード式回数券
が利用できなくなります。このため、３月１日
（土）から、江間料金所事務所で、磁気カード式
回数券の払い戻しを手数料無料で行います。
　なお、４月１日（火）からは、伊豆中央道と修善
寺道路のどちらの道路でもご利用いただける
共通回数券を新たに販売します。
問合せ／静岡県道路公社企画業務課
☎０５４（２５４）３４２４

　地図を読んで安全登山を、花を見ながら楽し
いハイキングをしましょう。
活動内容／○月1回の夜間講座（登山の基礎知
　識の学習など）※第1回目：4月15日（火）19時
　から生きいきプラザで実施
○月1回程度のハイキング
対象者／県東部在住でこれからハイキングや
登山を志す人（定員30人程度）
申込み・問合せ／SAN登山教室　竹端
☎・FAX／（83）4512

❖でんき家計簿はじめませんか？
会員登録受付中（登録無料）
　毎月の電気の使用量や料金をはじめ、電気料
金メニューを変更した場合の試算結果をインタ
ーネットで確認できるサービスです。ぜひ利用
してわが家の電気料金をチェックしましょう！
対象／ご家庭や商店、事務所など低圧（100V、
200V）の電気の契約をしている人
その他／詳細は、東京電力ホームページをご確
認ください。
 東京電力　でんき家計簿　 検索

　新感覚！体の体幹（コア）を鍛える教室です。
体力を維持したい人、腰痛・肩こりなどに悩んで
いる人も大歓迎！！
とき／4月1日（火）～4月6日（日）（全18教室)
ところ／県総合健康センター（三島市谷田2276）
※伊豆縦貫道玉沢インターチェンジより車で約2分。
対象・定員／一般成人（中学生以上）各10人程度
その他／時間、内容などの詳細はお問い合わせ
ください。
申込期限／3月25日（火）
問合せ／県総合健康センター☎055（973）7000

静岡県総合健康センター　
第1期スポーツ・カルチャー教室開催
期間／4月上旬～7月中旬 
ところ／県総合健康センター（三島市谷田2276）
※伊豆縦貫道玉沢インターチェンジより車で約2分。
対象／幼児～一般成人まで（教室により）
内容／幼児体操、親子体操、子どもダンス、チアダ
ンス、大人ジャズダンス、ベリーダンス、フラダン
ス、健康体操、一般卓球、フィットネス、パン作り、
絵心教室、フラワーアレンジメント、そば打ち など
※内容、料金、お申し込みなど詳細はお問い合
　わせください。
問合せ／県総合健康センター☎055（973）7000
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